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経営トピックス

● 1991年 2月 ： 株式会社マイカル 情報システム部が分離独立、情報システム
子会社として株式会社マイカルシステムズを設立

● 1992年 4月 ： システム運用パッケージ「AUTO/400」の発売を開始

● 1997年 7月 ： オープンＰＯＳパッケージ「ANY-CUBE」の発売を開始

● 2000年11月 ： プライバシーマークの認定を取得

● 2002年 3月 ： 富士ソフト株式会社の100％出資子会社となり、商号を
ヴィンキュラム ジャパン株式会社に変更

● 2003年 4月 ： 顧客管理パッケージ「Satisfa」の発売を開始

電子商談（調達）のサービスを開始

● 2005年 3月 ： ＩＳＭＳの認証を取得

● 2005年12月 ： ジャスダック証券取引所に上場

● 2006年 4月 ： 商品管理パッケージ「ＭＤware」の発売を開始

● 2006年 5月 ： 社内ベンチャー制度による子会社「４Ｕ Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ 」設立

● 2006年 6月 ： ＣＭＭＩレベル３を達成（ストアシステム開発領域）

● 2006年 8月 ： アパレル(小売業)向け価格最適化ソリューション
「Optiboard（オプティボード）」の発売を開始

● 2007年 3月 ：中期経営計画（2007-2009）を発表
● 2007年 4月 ：ＭＩＪＳ（メイドインジャパンソフトウエアコンソーシアム）に加盟
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決算決算の状況の状況【【連結連結】】

※当社は当連結会計期間より連結決算を実施しております。

連結子会社の当社グループ業績に与える影響が軽微なため及び前期との比較分

析をおこなうため、決算内容の詳細は個別の決算状況にてご説明いたします。
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１．業績の概況【連結】

（単位：百万円，％）（単位：百万円，％）

20.12,452売上総利益売上総利益

％％

円円

7.7940営業利益営業利益

－

－

3.8
7.2

－

売上比売上比

14.1

14,718.30

463
875

12,229

20020077年年３３月期月期

売売 上上 高高

株主資本株主資本当期当期純利益率純利益率

（（ＲＯＥＲＯＥ））

１株当たり１株当たり当期当期純利益純利益

経常利益経常利益

当期当期純利益純利益
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決算決算の状況の状況【【個別個別】】
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１．業績の概況【個別】

前年比前年比

18.92,379103.120.12,453売上総利益売上総利益

％％

円円

7.4929102.77.8954営業利益営業利益

－

79.9

81.9
102.0

97.0

23.9

18,952.00

582
873

12,605

20020066年年３３月期月期

－

－

4.6
6.9

－

売上比売上比

－

－

3.9
7.3

－

売上比売上比

14.5

15,136.23

476
890

12,228

20020077年年３３月期月期

売売 上上 高高

株主資本株主資本当期当期純利益率純利益率

（（ＲＯＥＲＯＥ））

１株当たり１株当たり当期当期純利益純利益

経常利益経常利益

当期当期純利益純利益

（単位：百万円，％）（単位：百万円，％）

◆決算のポイント

●売上総利益、営業利益、経常利益は増加

●売上高は若干の減少

●当期純利益は減少（ＩＴ投資促進税制終了、減損損失）
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※前期まで、その他事業に含めておりました「ハードウエア販売サービス事業」は、売上高

全体に占める構成比が10％を超えたため、当期より別記しております。

２．事業別売上高・売上総利益の状況【個別】
（単位：百万円，％）（単位：百万円，％）

（12.5）（9.2）((売上総売上総利益率利益率))

9.81,230102.710.31,263売売 上上 高高ハードウエア

販売サービス

事事 業業

前年比前年比

（18.9）（20.1）((売上総売上総利益率利益率))

（ 7.0）（28.3）((売上総売上総利益率利益率))

（19.5）（7.0）((売上総売上総利益率利益率))

（11.4）（20.4）((売上総売上総利益率利益率))

（28.3）（23.8）((売上総売上総利益率利益率))

100.0

15.3

6.4

24.1

44.4
構成比構成比

売売 上上 高高

売売 上上 高高

売売 上上 高高

売売 上上 高高

売上高売上高

97.0

43.1

153.7

96.7

106.3

12,605

1,929

807

3,040

5,597

20020066年年３３月期月期

100.0

6.8

10.1

24.0

48.8
構成比構成比

12,228

831

1,240

2,940

5,952

20020077年年３３月期月期

アウトソーシングアウトソーシング

事事 業業

合合 計計

プロダクト事業プロダクト事業

ソリューションソリューション

事事 業業

その他事業その他事業
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３．業績変動要因【個別】

◆売上高変動要因（前年比較）・・・【３７７百万円減少】

＜増加要因＞

①プロダクト事業・・・【４３３百万円増加】

・商品管理基幹システム「ＭＤｗａｒｅ」（２０３百万円増加）

・ＣＭＲパッケージ「Ｓａｔｉｓｆａ」（１４９百万円増加）

・オープンＰＯＳパッケージ「ＡＮＹ-ＣＵＢＥ」（１０９百万円増加）

②アウトソーシング事業・・・【３５５百万円増加】

・ＡＳＰサービス（２１２百万円増加）

・ソフトウエア保守・ヘルプデスクサービス（１４５百万円増加）

＜減少要因＞

①その他事業・・・【１，０９８百万円減少】

・前期の大型案件分をカバーできず（店舗システム導入展開サービス）

②ソリューション事業・・・【１００百万円減少】

・流通サービス業務向け大型案件分をカバーできず（４４９百万円減少）

・人事給与システム 既存顧客案件増加（２１０百万円増加）

・カードシステム分野 新規案件増加（１８５百万円増加）
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３．業績変動要因【個別】

◆営業利益変動要因（前年比較）・・・【２５百万円増加】

＜増加要因＞

①ソリューション事業・・・【売上総利益 ２５４百万円増加】

・カードシステム分野の売上高増加及びソリューション事業の利益率向上

②その他事業・・・【売上総利益 １００百万円増加】
・高利益率案件の受注

＜減少要因＞
①アウトソーシング事業・・・【売上総利益 １７２百万円減少】

・新規顧客向けソフトウエア保守サービスの保守業務の増加
・ＡＳＰサービス用等の設備投資によるコスト増加

②プロダクト事業・・・【売上総利益 ７０百万円減少】
・不採算案件による減少

③ハードウエア販売サービス事業・・・【売上総利益 ３６百万円減少】
・価格競争の激化等による減少

④販売費及び一般管理費の増加・・・【費用 ４９百万円増加】

・研究開発費の増加（２０百万円）

・営業部門の体制強化等による人件費の増加（１８百万円）
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４．売上高・経常利益の推移【個別】

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

2005年３月期 2006年３月期 2007年３月期

売上高 経常利益 経常利益率

500

1,000

0

前年比 前年比

－

102.0

97.0

－

135.0

117.7

－

117.3
106.9

２年間

平均成長率

（％）

6.9
873

12,605

2006年３月期

7.3
890

12,228

2007年３月期

6.0（経常利益率）

646経 常 利 益

10,706売 上 高

2005年

３月期

年度

項目
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５．事業別売上高の推移【個別】

48.8%44.4%51.2%

24.0%24.1%25.1%

10.1%6.4%7.5%
7.0%

6.8%

9.8% 10.3%
15.3%9.2%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

2005年３月期 2006年３月期 2007年３月期

アウトソーシング ソリューション プロダクト

ﾊｰﾄﾞｳｴｱ販売ｻｰﾋﾞｽ その他

129.91,2631,230749ﾊｰﾄﾞｳエｱ販売ｻｰﾋﾞｽ事業

106.9
92.6

124.6
104.5
104.2

平均成長率

２年間

12,228
831

1,240
2,940
5,952

2007年３月期

12,605
1,929

807
3,040
5,597

2006年３月期

2,693ソ リ ュ ー シ ョ ン 事 業

799プ ロ ダ ク ト 事 業

10,706売 上 高 合 計

986そ の 他 事 業

5,477ア ウ ト ソ ー シ ン グ 事 業

2005年３月期年度

項目

（単位：百万円，％）
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６．顧客別の売上高構成比推移【個別】

マイカル その他の顧客イオンイオングループ

2005年３月期

売上高 10,706百万円

（かっこ内は売上前年比）

52.6％
（123.3%）

26.1％
（72.4%）

2006年３月期

売上高 12,605百万円
2007年３月期

売上高 12,228百万円

39.4％

36.9％

60.6％

前期のマイカル特需分
約１,200百万円

47.4％
（78.4%）9.6％

（211.8%）
3.1％

41.4％
（123.8%）

35.0％
（111.5%）

58.6％
（113.8%）

4.4％
（168.0%）



13 Copyright(C) 2007 Ｖｉｎｃｕｌｕｍ Ｊａｐａｎ Cｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ. All Rights Reserved.

７．財政状態（前期末比較）【個別】

構成比

100.0
59.9
40.1
2.3

37.8

100.0
5.8

13.6
3.8

23.2
76.8

6,436
3,130
3,305

163
3,142

6,436
272
976
298

1,548
4,887

20020066年３月期年３月期

334（投資その他の資産）（投資その他の資産）

784（無形固定資産）（無形固定資産）

221（有形固定資産）（有形固定資産）

135固定負債固定負債

2,187流動負債流動負債

5,789資産合計資産合計

2,322負債合計負債合計

5,789負債・資本負債・資本 合計合計

3,466株主資本株主資本

1,340
4,448

20020077年年３３月期月期

区分区分

流動資産流動資産

固定資産固定資産

（単位：百万円）（単位：百万円）【【貸借対照表貸借対照表】】

流動資産

・売掛金の減少（▲５５４百万円）

・仕掛品、商品の増加（１６５百万円）

固定資産

・パッケージソフトウエア製品の開発

（１８７百万円）

・償却費の計上（▲４６４百万円）

・減損損失の計上（▲５７百万円）

流動負債

・仕入債務の減少（▲６１０百万円）

・借入金の返済（▲１００百万円）

株主資本

・当期純利益の計上（４７６百万円）

・利益処分による減少（▲１３３百万円）
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８．キャッシュ・フローの状況【個別】
（単位：百万円）（単位：百万円）

1,881現金及び現金同等物期首残高

1,877現金及び現金同等物期末残高

△ 203財務活動によるキャシュ・フロー

△ 103配当金の支払額

△ 100短期借入金の返済による支出

△ 536投資活動によるキャッシュ・フロー

△ 50その他

△ 338無形固定資産の取得による支出

△ 148有形固定資産の取得による支出

736営業活動によるキャッシュ・フロー

△ 412法人税等の支払額等

1,148小計

△ 14その他

△ 548仕入債務の減少額

△ 169棚卸資産の増加額

583売上債権の減少額

464減価償却費

832税引前当期純利益

・売掛金の回収

・大型案件の開発による棚卸資産の増加

・買掛金の支払

・固定資産の除却、現存損失等

・ＡＳＰサービス用ハードウエア等の購入

・パッケージソフトウエア製品の開発
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９．主要な経営指標の状況【個別】

2.0
7.3

2.2
6.9

2.5
6.0

（（総資産回転率）総資産回転率）

（（売上高経常利益率）売上高経常利益率） ％％

回転回転

14.523.926.7％％ＲＯＲＯＥＥ（株主資本当期純利益率（株主資本当期純利益率））

2007年３月期2006年３月期2005年３月期単単 位位

2007年３月期2006年３月期2005年３月期単単 位位

59.948.634.6％％株主資本比率

当社の目標とする経営指標

・株主資本比率 ５０％以上の維持

・（ＲＯＡ）総資産経常利益率 ２０％以上（通期）

4.8
52.6

120.1
137.1

15.0

％％

％％

％％

％％

％％ 14.615.2ＲＯＡ（総資産経常利益率）ＲＯＡ（総資産経常利益率）

そそ のの 他他 指指 標標

1.6
49.5

133.1
155.5

－借入金依存度借入金依存度

38.7固定比率固定比率

164.4
203.4流動比率流動比率

当座比率当座比率
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業績予想業績予想



17 Copyright(C) 2007 Ｖｉｎｃｕｌｕｍ Ｊａｐａｎ Cｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ. All Rights Reserved.

１．業績予想（2008年３月期）【連結】

（単位：百万円，％）（単位：百万円，％）

◆１株当たり当期純利益（通期）

2008年３月期予想 12,920.63円

2007年３月期実績 14,718.30円

◆１株当たり配当金

2008年３月期予想 普通配当 3,600円

2007年３月期実績 普通配当 3,600円
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前年比前年比
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ｰ
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6,000

前年比前年比

20.61,17398.219.62,407売上総利益売上総利益

7.135082.46.3775営業利益営業利益
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18 Copyright(C) 2007 Ｖｉｎｃｕｌｕｍ Ｊａｐａｎ Cｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ. All Rights Reserved.

２．事業別売上高・売上総利益の予想【連結】

前年比前年比構成比構成比

99.7

95.0

103.2

123.3

104.8

92.2

（ 2.2）（ 3.1）（ 2.7）（売上総利益率）（売上総利益率）

9.255274.98.754586.98.91,098売売 上上 高高
ﾊｰﾄﾞﾊｰﾄﾞｳｴｱ販売ｳｴｱ販売

ｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽ事業事業
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（18.2）（17.9）（18.0）（売上総利益率）（売上総利益率）

（22.9）（18.9）（21.0）（売上総利益率）（売上総利益率）

上期上期
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売売 上上 高高

売売 上上 高高
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12,300

748

1,646
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通期通期

アウトソーシングアウトソーシング

事事 業業

売上高合計売上高合計

プロダクト事業プロダクト事業

ソリューションソリューション

事事 業業

その他事業その他事業

（単位：百万円，％）（単位：百万円，％）
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３．業績予想について
■売上高について

＜増加要因＞

①ソリューション事業

・好調な受注状況（７００百万円増加）

②プロダクト事業

・前期の大型案件売上寄与（２００百万円増加）

・好調な受注状況 （２００百万円増加）

③アウトソーシング事業

・新規サービス案件スタート（４００百万円増加）

＜減少要因＞

①アウトソーシング事業

・ポケットカード株式会社向け 運用業務の終了 （１，０００百万円減少）

・イオングループ再編による一部運用業務の終了（１５０百万円減少）

②ハードウエア販売サービス事業

・大型案件の減少（１６０百万円減少）
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３．業績予想について
■営業利益について

＜増加要因＞

①プロダクト事業

・不採算案件の終了及び売上高の増加（３７０百万円増加）

②アウトソーシング事業

・新規サービス案件スタート（１００百万円）

＜減少要因＞

①アウトソーシング事業

・ポケットカード株式会社向 運用業務の終了（３００百万円減少）

・イオングループ再編による運用業務の一部終了（１３０百万円減少）

②ハードウエア販売サービス事業

・価格競争の激化による利益率低下（９０百万円減少）

③販売費及び一般管理費の増加（販売管理費 １２０百万円増加）

・当社及び連結子会社４Ｕ Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎs の調査研究強化

・採用、教育活動の強化等
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（参考）．業績予想（2008年３月期）【個別】

（単位：百万円，％）（単位：百万円，％）

◆１株当たり当期純利益（通期）

2008年３月期予想 13,428.57円

2007年３月期実績 15,136.23円

◆１株当たり配当金

2008年３月期予想 普通配当 3,600円

2007年３月期実績 普通配当 3,600円
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（参考）．事業別売上高・売上総利益の予想【個別】

前年比前年比構成比構成比

99.7

95.0

103.2

123.5

104.8

92.2

（ 2.2）（ 3.1）（ 2.7）（売上総利益率）（売上総利益率）

9.255274.98.754586.98.91,098売売 上上 高高
ﾊｰﾄﾞﾊｰﾄﾞｳｴｱ販売ｳｴｱ販売

ｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽ事業事業

（20.6）（18.6）（19.6）（売上総利益率）（売上総利益率）

（24.1）（24.0）（24.1）（売上総利益率）（売上総利益率）

（29.4）（26.7）（27.9）（売上総利益率）（売上総利益率）

（18.2）（17.9）（18.0）（売上総利益率）（売上総利益率）

（23.0）（18.9）（21.0）（売上総利益率）（売上総利益率）
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84.0
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132.6

123.2

87.1
前年比前年比 構成比構成比
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100.0
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構成比構成比

12,300
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1,645

3,623

5,186

通期通期

アウトソーシングアウトソーシング

事事 業業

売上高合計売上高合計

プロダクト事業プロダクト事業

ソリューションソリューション

事事 業業

その他事業その他事業

（単位：百万円，％）（単位：百万円，％）
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中期経営計画について
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経営目標

売上高 １７０.０億円

経常利益 １３.２億円 （7.8％）

当期純利益 ７.９億円 （4.6％）

売上高 １４４.０億円

経常利益 １２.０億円 （8.3％）

当期純利益 ７.１億円 （4.9％）
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中期基本方針
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アパレル専門店有力企業

プロダクト事業ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業・ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ事業

ドラッグストア有力企業

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ有力企業

ＧＭＳ（量販店）有力企業

基本戦略：有力企業の開拓･深耕とﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾗｲﾝの拡充によるﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ確立

ハウスカード有力企業

●

●

●

●

店舗（ＰＯＳ）
システム

顧客管理（ＣＲＭ）
システム

商品管理（ＭＤ）
システム

スパイラル成長モデル
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基本戦略．独自の事業領域でNo.1ﾋﾞｼﾞﾈｽﾕﾆｯﾄの集合体企業ｸﾞﾙｰﾌﾟをめざして

ＣＲＭ
システム

事業

ＭＤ
システム

事業

ハウス
カード

システム
事業

人事
システム

事業

会計
システム

事業

運用
システム

事業

ストア
システム

事業

Ｚ事業
分野

既存ビジネスユニット

新規ビジネスユニット

戦略的業務提携、資本参加･子会社化、共同事業

ヴィンキュラム ジャパンの事業領域

（流通･サービスシステム市場）

特定顧客
Ａ 社

システム
事業

Ｅビジネス
システム

事業

特定顧客
Ｂ 社

システム事
業

Ｙ事業
分野

アパレル
システム

事業

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ
センター
システム

事業

Ｘ事業
分野

ﾌｧｰｽﾄ
フード

システム
事業

特定顧客
Ｃ 社

システム
事業

電子商談
サービス

事業
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基本戦略：基本戦略：お客様に信頼される組織力・人材力の確立

お客様の信頼

顧客満足

人材力の強化

・超ﾕｰｻﾞｰ系人材育成

品質・生産性向上

・CMMI、ITIL準拠

内部管理体制強化
・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ

･J-SOX
･ｾｷｭﾘﾃｨ
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製品・営業戦略



30 Copyright(C) 2007 Ｖｉｎｃｕｌｕｍ Ｊａｐａｎ Cｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ. All Rights Reserved.

製品戦略： プロダクト連携

ＭＤｗａｒｅ

<MD（本部）基幹ﾊﾟｯｹｰｼﾞ>

Ｓａｔｉｓｆａ

<CRMﾊﾟｯｹｰｼﾞ>

ANY-CUBE

<Open-POSﾊﾟｯｹｰｼﾞ>

ＣＲＭＤ

ＣＴＣＰＡＲＳ

お取引先

●リアルタイム（売上情報）
●リアルタイム（マスタ管理）
●各種ＢＯエントリー

●ポイント付与（リアルタイム）
●ポイント還元
●レシートメール
●携帯メールによる販促

●ポイント計算
●ＣＲＭ分析、ＤＭ発行
●各種マスタ管理

●勤怠管理

お取引先

●ＸＭＬ－ＥＤＩ

●バスケット分析
（単品＆購買履歴情報
クロス分析、各種分析）

ＣＯＮＴＡＣＴ

●共同販促

●マイページ

インターネット

Ｏｐｔｉｂｏａｒｄ

ﾘｱﾙ在庫・販売分析

●売価
ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ

ＣＴＣＰ：Consumer Transaction &  Communication Platform
ＣＲＭＤ： Customer  Relation  MerchanDising
ＡＲＳ： Agile Retailing System
ＣＲＳＳ：Consumer Relation & Service StaffVjuser：point

ＣＲＳＳ

●マスタ管理
●自動発注
●単品情報

●在庫情報
●売上分析

ＯｎｅtoＯｎｅマーケティング

顧客情報・購買履歴による
マーチャンダイジング

店舗・本部連携強化による
効率的かつスピーディな

オペレーション
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営業戦略： 流通業の人手不足に対するソリューション強化

１．自動発注システム

●売場のパート不足→発注もれによる機会損失

特 徴 ： ①セルワンバイワン方式の採用 → 売れた数量を自動的に発注

②発注作業の軽減、熟練パートが不要

③好調・不調商品の在庫コントロールにより在庫の適正化

導入実績：平和堂様はじめ１１社（SM：７社、GMS：4社）
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営業戦略： 流通業の人手不足に対するソリューション強化

２．コンパクトセルフチェックアウトシステム

●チェッカー不足→レジ待ちによる顧客の不満

特徴 ①小型化実現（他社は4台セットで運営）

→ドラッグ、コンビニに最適

②「単品個別重量チェック方式」を採用

③ANY-CUBEに連動

■「4U Applications」との共同開発
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本資料お取り扱い上のご注意

本資料に関するお問い合わせ

ヴィンキュラム ジャパン株式会社

管理部 財務ＩＲグループ
e-mail : ir@mail.vinculum-japan.co.jp

本資料は当社をご理解いただくために作成されたもので、当社への投資

勧誘を目的としておりません。

本資料を作成するに当たっては、正確性を期すために慎重に行っており

ますが、完全性を保証するものではありません。本資料中の情報によって

生じた障害や損害については、当社は一切責任を負いません。

本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時点で入手可能

な情報に基づき当社が判断したものであり、潜在的なリスクや不確実性が

含まれています。そのため、事業環境の変化等の様々な要因により、実

際の業績は言及または記述されている将来見通しとは大きく異なる結果と

なることがあることをご承知おきください。


